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発表内容

発表内容

計測状況の 改善 (報告)

計測精度検証ま と め

対馬海峡に お け る 季 節変動特性

月平均

短周期

そ の 他
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計測状況の 改善 (報告)

CODAR 型レ ー ダー

受信機 を よ り 高い (4∼5M) 位 置に 設置

志賀島局・ 青海局

成長した 周囲 の 樹木に よ る 遮蔽を 回避

青海局受信機 か さ あ げ 前 青海局受信機 か さ あ げ 後
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ア ン テナパ ター ン の 変化

志賀島局受信機 か さ あ げ 前 志賀島局受信機 か さ あ げ 後
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ア ン テナパ ター ン の 変化

実線： ル ー プ １／ ル ー プ ３ ． 破線： ル ー プ ２ ／ ル ー プ ３ ．

黒： か さ あ げ 後． 青・ 赤・ 緑： か さ あ げ 前．

か さ あ げ 後 (黒) の デ－ タは ５倍して 表示．
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計測率 (一 ヶ 月) の 変化

志賀島局受信機 か さ あ げ 前 志賀島局受信機 か さ あ げ 後
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計測精度検証

ADCP と の 比較 地点
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ADCP と の 比較 結果

RD 社製 ADCP 古野社製 ADCP
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対面レ ー ダー 比較

志賀島－ 壱 岐 局 (距離 50KM) 志賀島－ 野良局 (距離 110KM)
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計測精度検証の ま と め

相関 係数及 び 二乗平均平方根

ADCP DEPTH(M) RADAR COR SLOPE RMSE NUM
RD 13 C1,C2,N1,N2 0.78 1.18 7.70 91
FURUNO 5∼9 ALL 0.78 0.89 9.95 3637
RADAR PAIR DEPTH(M) COR SLOPE RMSE NUM
C1-C2(50KM) ∼2 0.90 0.89 4.96 2583
C1-C3(110KM) 0.79 1.06 9.46 1544

一 時間 毎の レ ー ダー 計測値の 分散誤差は 大き い
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季 節変動特性

過去の 直接測流結果

論文 観 測・ 解析手法

MIITA AND OGAWA (1984) 過去の 測流結果の 整理

KANEKO ET AL. (1991) 船舶搭載 ADCP、 夏季

KATOH (1993) 船舶搭載 ADCP、 ４往復法に よ る 除潮、 夏季

EGAWA ET AL. (1993) 船舶搭載 ADCPデー タ収集

ISOBE ET A. (1994) 曳 航式 ADCP

JACOBS (2001) 係留式 ADCP、 夏季
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過去の 測流結果 (ま と め )

明ら か なこ と

流れ は 西水道の 方が 東水道よ り 強い

西水道で は 夏季 あ る い は 初冬季 に 最強流と なる

東水道で は 中央部で 強い 流れ

東水道対馬沿 岸 で は 南西向き の 流れ

不明なこ と

西水道で の 流れ の 構造

東水道九州沿 岸 域 で の 流れ (北東向き ？ 南西向き ？ )

水平二次元構造お よ び そ の 季 節変化
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問題点

デー タが 時空間 的に 疎ら

活発な漁業活動の た め 長期 係留観 測は 難しい

船舶観 測の 限界

潮流成分を 除く の が 困難

解決策

頻繁な定期 観 測

定期 旅客 船カメ リ ア 設置 ADCP よ る 定期 観 測
航路断面上に 時空間 的に 密な流速デー タ

→ 西水道最強流時期 は 夏と 秋（ ダブ ル ピ ー ク）

海洋短波レ ー ダー に よ る 定期 観 測

水平二次元構造
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レ ー ダー 観 測域

各レ ー ダー 視線
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ベ クトル 計測点
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観 測・ 解析の 概要

観 測の 概要

観 測期 間 ： 2002 年 2 月 ∼（ 局に よ っ て 異 なる ）

レ ー ダー 仕様

ア ン テナ方式 クロ スル ー プ ア ン テナ方式 フ ェイ ズドア レ イ ア ン テナ方式

(CODAR) (JRC)

計測深度 ∼ 172CM ∼ 98CM

計測時間 分解能 1 時間 毎 1 時間 毎 (30 分間 計測)

距離方向分解能 3.0KM 1.5KM

角度方向分解能 5.0◦ 7.5◦

解析手法

解析期 間 ： 2002 年 2 月 ∼2004 年 8 月

各月５割 以 上計測さ れ て い る 点で 視線方向流速を 調和解析

月平均視線方向流速か ら 月平均ベ クトル を 算出

（ 二機 種の 計測値を 区別しない ）

複数年に わ た る デー タを 各月毎に 単純平均
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月平均流動構造 (１２ 月・ ３ 月)

１２ 月
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月平均流動構造 (６ 月・ ９月)

６ 月
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月平均北東流成分の EOF解析

年平均北東流
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月平均北東流成分の EOF解析

第１モ ー ド
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第 2 モ ー ド
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月平均北東流成分の EOF解析

西水道

寄 与率 累積寄 与率

第１モ ー ド 84.1% 84.1%
第２ モ ー ド 9.5% 93.6%

東水道

モ ー ド番号 寄 与率 累積寄 与率

１ 61.8% 62.8%
２ 21.2% 84.0%
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月平均流動構造の 季 節変化

評価測線位 置
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北東流： 東水道 北東流： 東水道
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北東流速・ 成層の 季 節変化
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数値実験： 実験結果

50km
100km

400km
PeriodicPeriodic

Forcing/Sponge
Region
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Island

100m depth

50m depth

模型設定

成層無し（ 一 層模型） 成層有り （ 二層模型）
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ま と め

５ ∼ １１月
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１２ ∼ ４月
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季 節変動特性の ま と め

西水道

７ ∼ ８ 月、 １０ ∼ １１月に 流速最大

対馬暖流主軸は 対馬沿 岸 （ 水深 100M∼200M の 領域 ）

空間 構造の 時間 変化小

東水道

７ ∼ ８ 月に 流速最大

強流帯は 水道中央部（ 100M 以 深の 領域 ）

５ ∼ １１月に 壱 岐 東方で 強い 南西流

８ ∼ １０月に 反流域 が 拡大

８ ∼ １０月に 対馬東方で 強い 南西流

成層の 影 響

壱 岐 東方で 冬季 に 南東 ∼ 南西流

冬季 季 節風の 影 響？
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短周期 変動
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西水道

東水道
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短周期 変動の ま と め

東西水道の 振舞

東水道は ６ 月～ １１月に 短周期 渦 が 卓越

成層に よ る 地形と 自転の 束縛か ら の 開放

西水道は ９月～ ３ 月に 短周期 渦 が 卓越

地形の 効果… ？
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月平均流速の 季 節変化

（ 破線は 博多・ 厳原間 の 潮

位 差）
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